
 

 

川崎市とファイザー株式会社は 

梅毒疾患啓発活動に関する協定を締結します 

 

梅毒とは、梅毒トレポネーマという病原体により引き起こされる感染症で、主に性的接触により、口や性器などの粘

膜や皮膚から感染する性感染症です。 

梅毒は、近年、全国的に増加傾向にあり、川崎市においても同様の傾向にあります。 
 

表 全国及び川崎市の梅毒報告数（件） 

 平成３１年／令和元年  令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

全国 6,642  5,867  7,978  12,966  14,906  

川崎市 62  48  65  112  127  

国立感染症研究所 IDWR 速報データ  

感染症サーベイランスシステム  

※令和５年については速報値  
 

梅毒に関する予防・早期発見・早期治療の普及啓発を行うことを目的として、この度、川崎市とファイザー株式会

社メディカル部門（日本法人本社：東京都渋谷区代々木３－２２－７）は、梅毒疾患啓発ポスターによる梅

毒疾患啓発活動に関する協定を締結いたしますのでお知らせいたします。 
  
１ 協定名 

梅毒疾患啓発ポスターによる梅毒疾患啓発活動に関する協定 

 

２ 締結日 

令和６年４月２５日（木） 

 

３ 協定の期間 

協定締結から１年間 

 

４ 目的 

本市の梅毒疾患啓発活動に関して、本市とファイザー株式会社が、

相互の協力が可能な分野における連携を行い、市民に対し、性感染症

予防・早期発見・早期治療の普及啓発を行うことを目的とします。 

 

５ 実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスターイメージ 

(1) ファイザー株式会社 

梅毒疾患啓発ポスターの作成及び印刷を行う。 

(2) 川崎市 

ファイザー株式会社から提供されたポスターを関連組織及び関係団体へ送付し、啓発活動を実施する。 

    （配布予定先：各区役所、医師会、薬剤医師会、看護協会等） 

 

問合せ先 

川崎市健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当 小田 

電話 ０４４－２００－２４４６ 

令和６年４月２５日 

報 道 発 表 資 料 

川崎市（健康福祉局） 


